








第 5学年の ｢′｣､数のかけ井 (1)｣の学習では,それまでの学習経験をもと





味を広げた り,整数の場合の計算の仕方を基に して新 しい計井の仕方をつ くった
りできるよう配慮す ることが大切である.｡ ｣ と明記 している｡ これは ｢単位小数
の考え｣を活用すれば, (小数) × (整数)の計井も整数 と同様 に考えてできる
とい うことを重視 していると考える｡
そこで,本研究では,第 5学年 ｢小数のかけ井 (1)｣において,線分図を基
に計井の仕方を考 えてい く算数的活動を取 り入れ るな ど指導方法を工夫 した｡そ
の結果,児童が 自然に r単位小数のよさ｣や r整数の計算の仕方｣に者 目し,






































































て,三四 12J r0.1が 12個Jなどの計井の仕
組みを強調 して指雅するために線分図を活用 し
























定し, ｢たしていくのは面倒 くさい｣ ｢かけ井






















l (小数)× (盤数)の計算の仕方につ ;
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